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子育て期女性の健康に関する調査研究  
－産後 1 年 6 ヵ月の女性の健康状態－ 
 






票）を独自に作成し、産後 1 年 6 ヵ月の女性の心身の症状の実態を明らかにすることを目
的とする。  






【結果】443 名に配布し回収数 133 名（30.0％）、有効回答数 117 名（88.0％）を得た。  
対象者の背景：34 歳以下 75 名（65.8%）、35 歳以上 39 名（34.2％）、産後の月数は、18.7
±0.8 ヵ月であった。分娩週数は 38.6±2.1 週、分娩経験は初産 55 名（47.0％）、経産 62
名（53.0％）、分娩様式は経膣分娩 101 名（86.3％）、帝王切開 16 名（13.7％）であった。
就労状況は、就労していない 60 名（51.3％）、就労中 47 名（40.2％）、育児休業中 10 名（8.5％）
であった。ほとんどの対象者に育児や家事で困ったときに助けてくれる人がいた（95.7％）。 










ると回答していた。身体的にも精神的にも健康と回答した女性 (55.6％)のうち 2 割は、現
在の体調や症状は、次の妊娠を考えることにとても影響する・少し影響すると回答してい
た。 
【考察】産後 6 ヵ月調査と比較すると、抜け毛は産後 6 ヵ月 61.3％から産後 1 年 6 ヵ月
18.8％と減少しており、産後 6 ヵ月の特徴と考えられる。このような産後の心身の症状の
変化について予期的ガイダンスを行うことは、女性自身の体調への不安軽減に繋がると考
える。一方で、産後 1 年 6 ヵ月を経過してもなお、妊娠・出産による影響と思われる心身
の不調を抱えている女性は 15.4％おり、産後 6 ヵ月の 15.6％とほぼ同じである。子育て期
女性の中には、妊娠・出産による影響と思われる症状を抱えているものが一定の割合で存
在するのか今後も継続調査する必要がある。  
【学会発表の状況】第 58 回日本母性衛生学会総会・学術集会 (2017 年 10 月)に演題登録中
である。  
